
 

6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

NPO 法人CNCP が発足して 10カ月（NPO 法人組織としては 6カ月）を経て、その初動活動の結果報

告と、今後の課題と活動展開に関連しての意見交換を行った。その概要と成果について以下の通りである。

また、そのあとの立食による懇談会も盛り上がり、今後の定期的な議論の継続を申し合わせた。 

●日時＆場所 
・日時；平成 27年 2月10 日(火)  5：30～7：30PM 
・場所；ちよだプラットフォームスクエア 

●参加者 

参加会員数および参加人数等は会員種別として以下の

通りで、半数近い参加率を得ることができた。 

会員種別 会員数 
参加会

員数 
参加率 

参加 

人数 

正会員 
NPO 法人 20 9 45% 13 

個人 21 11 52% 11 

賛助会

員 

コンサルタント 15 4 27% 4 

建設業者 15 7 47% 7 

小計 71 31 44% 35 

その他 ＊ 3 ＊ 3 

計 71 34 ＊ 38 

●活動の現況（配布した関連資料については HP＊＊参照） 

(1) 開催挨拶（山本代表理事）  

CNCPが、シビル NPO 連携プラットフォームの頭字語であるとの認識が行きわたるまでには、CNCP
通信の継続等、こうした地道な活動の積み重ねが重要であることを肝に銘じて頑張りたい。 

(2) 会員とその活動の紹介（内藤事務局長） 

上記表の会員状況全般、ならびにそのうちの法人正会員活動についての紹介。 

(3) 部門活動紹介と意見交換 

① 100周年記念出版本の紹介（駒田理事） 

26 年 1月出版図書「インフラ・まちづくりとシビルNPO－補完から主役の一人へ－」について、出
版の経緯、目的および内容（全体構成と土木分野における展開の概要）等についての紹介。 

② 部門活動紹介 ・会員サービスについて（有岡常務理事） 

部門の機能である活動支援、情報交流、広報・提言および教育・行事の 4つの項目についての 26年
度前期の活動結果の報告と、そのうちの教育・行事に関連してCNCP 教育研修活動の考え方と「（仮
称）シニアパワーアップ研修」プログラムの具体的な提案があった。 

・地域活動推進について（皆川常務理事） 

昨年実施の会員 NPO に対するアンケート結果としての、NPO の課題、地域内・地域外での連携およ
び本部への期待等について報告があり、具体的な例として自治体インフラメンテ調査研究会準備会活動
（自治体インタビューや国交省パブリックコメント対応等）の紹介があった。 

・事業化事業の推進について（辻田常務理事） 

これまでのいくつかの事業化検討事項のうち、地方自治体への有償技術支援事業について具体的な紹介
があった。支援の範囲は、自治体の土木事業が技術者の不足により滞ることがないように行うものであ
り、コンサルタントとの利害の対立は生じないよう留意する必要がある。 

◆トピックス 
CNCPサービス提供部門からの報告 

CNCP 意見交換会結果報告 
－発足 10 か月、今後の活動に向けて 100 周年記念出版も踏まえ－ 
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●意見交換結果（司会：花村副代表理事） 

約１時間にわたって行われた意見交換内容を、主たる項目別に外部要因と内部要因に分けて整理したものが以
下の表である。 

 

 


